
3　既設の便座を取りはずす

温水洗浄便座‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥EW9001（脱臭機能付）
EW9011（脱臭機能なし）

施工説明書

●お読みになった後は、お使いになる方がいつでも読める所に必ず保管してください。

●施工後、工事店様は本書をお客様へお渡しください。

（株）三栄水栓製作所  本社  〒537-0023  大阪市東成区玉津1丁目12番29号
         お問合せ先　　�大阪（06）6976-8661　�東京（03）3683-7496施工の前にこの説明書をよくお読みのうえ、正しく施工してください。

OIF

上水道以外の水道に接続しないでください。
ぼうこう炎や皮膚の炎症などを起こすおそれがあります。

●傷んだ電源プラグ、ゆるんだコンセントは使用しないでください。
●電源コードを傷つけたり、加工しないでください。
　感電や火災の原因になります。

アースは、D種（第3種）接地工事を確認してください。
アース工事がされていないと故障や漏電のときに感電するおそれがあります。

浴室内など湿気の多い場所に設置しないでください。
感電や火災の原因になります。

必ず交流100Vで使用してくだい。
守らないと感電や火災の原因になります。

定格15A以上のコンセントを単独で使ってください。
他の器具と併用すると分岐コンセント部が異常発熱して発火することがあります。

寒冷時の取付けは暖房の効いた部屋で本体をあたためてからおこなってください。（約2時間）
本体検査時の残水が輸送や保管中に凍結し、本体への給水がおこなわれない場合が
あり、故障や火災の原因になります。

施工について 施工に関する安全上のご注意

施工について 梱包明細

●ここに示した注意事項は、状況によって重大な結果（傷害・物損）に結び付く可能性があります。
　いずれも、安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。
●施工完了後、試験運転を行い異常がない事を確認すると共に、工事店様は説明書に沿ってお客様に
　使用方法、お手入れの仕方を説明してください。

‥‥‥‥

用語および記号の説明

「取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険な状態が生じる事が
　想定されます。」

警告

注意‥‥‥‥「取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うかまたは物的損害のみが発生する危
　険な状態が生じる事が想定されます。」

 ‥‥‥‥「注意しなさい！」（上記の「注意」と併用して注意をうながす記号です。
　必ずお読みになり、記載事項を守ってください。）

‥‥‥‥「してはいけません！」（一般的な禁止記号です。）

‥‥‥‥「指示通りにしなさい！」（一般的な行動指示記号です。）

‥‥‥‥

‥‥‥‥「バスルームやシャワールームなどの水場で使用してはいけません！」

「アース線を接続しなさい！」

　警告

（暖房）便座

本体

ふた

ロータンク

着座センサー

本製品について 各部の名称

施工ついて 便器の確認

主な工具類

■ 長さ250ｍｍ以上の
　 モンキーレンチまたは
　 同梱品の取付スパナ：

■ 手袋：
　　アダプターの取付けに
　　使用します。

■ プラスドライバー：

■ フレキパイプ（別売品）：
　　給水管の代わりに使用します。

    SAN-EI品番：PT193-13-400
　　　　　　　 （ベンリーフレキ）

■ パイプカッター（別売品）：
　　フレキパイプが入手できない
　　場合、必要となります。

角ばった便器や便座固定穴の幅が14cm以外または貫通していない便器にはご使用になれません。

〈主な取付不可便器一覧表〉
ハイタンク式便器・非水洗便所・幼児用便器・身障者用便器・ワンピース便器・その他特殊便器

TOTO製

INAX製

品番：C40・C111・C306・C406・C425・C700・C810・C811・C830・
　　　C831・C835・C850・CS906

品番：（D）C1080・（D）C1180・（D）C1280・（D）C1480・（D）C2280・
　　 （D）C2480

■ 洗面器・
　 ぞうきんなど：　 

■ マイナスドライバー：

■ ニッパ：
　　アース線の取付けに使
　　用します。

松下電工製
品番：CHB431・CH442

品名：クリーンスイセン「エース洋風」・「ニューエース」・「和風」・「コンパクトG・Eタイプ」

「  5　上部分岐バルブの取付け
　　　   B　内ネジタイプ・  C　寒冷地の止水栓の場合」参照

1　施工前の注意事項
  （1）施工にはトイレ内にコンセント及びアースが必要です。
　　　 ない場合、配線工事を電気工事店にご依頼ください。
　　  （製品の電源コードの長さは約1.0ｍです。
　　　 電源コンセントはこれに適した位置へ設置してください。）
  （2）トイレ内の止水栓がフラッシュバルブ（参照： 5　上部分岐バルブの取付け）、特殊配管
　　　 の場合、水道配管工事が必要となります。工事は専門業者にご依頼ください。
  （3）使用可能水圧は0.07MPa～0.75MPaです。
  （4）寒冷時に取付ける場合、本体検査時の残水が輸送・保管中に凍結することがあります。
　　　 暖房の効いた部屋で暖めてから（約2時間）取付けてください。

アダプター A・B×1セット

●取扱説明書・施工説明書×各1
●保証書×1

●止水栓のタイプにより使い分けします。

アダプター A アダプター B

オーリング付

パッキン黒
1枚

（厚さ4ｍｍ）

パッキン青
2枚

スベリ
パッキン黄

1枚

●本体（便座、ふた）×1

便座取付具×1セット（2本）

取付けボルト
パッキン

半球パッキン

  給水ホース
（約0.9m）×1

  脱臭力セット×1
（EW9001のみ）

上部分岐バルブ×1

水栓コマ

  アース線
（約1.5m）×1

ナット

取付スパナ×1

28
24
17

2621

28
24
17

2621

施工完了まで、電源プラグをコンセントに絶対に差し込まないでください。
水が入っていないので、故障の原因になります。

注意

元栓ボックス（メーターボックス）のふたを開け、元栓を右にまわして閉めます。
※元栓を閉める前に給湯機や洗濯機などの使用は止めてください。
※閉栓後は近くの水栓などで給水が止まっていることを確認してください。
※元栓を閉め、止水栓をはずした状態の時は、他のトイレや水道などを使用しないでください。
　水漏れのおそれがあります。
※一部の地域では左まわしの場合があります。
※元栓がどこにあるかわからない場合は、水道局にお問い合わせください。

めがね
端子

アース線

4　本体の取付け

アース線を確実に取付けてください。
［D種（第3種）接地工事100Ω以下］
アースを取付けないと故障や漏電の
ときに感電の原因になります。

　　警告

※便座と便器の
　内側先端を合
　わせてくださ
　い。

  ナットをモンキーレンチなどでゆるめて便座を
  取りはずします。

※ナットがはずれない場合は、市販の
　潤滑スプレー剤などでゆるめる。
※転居などに備え、既設便座の保管を
　おすすめします。

半球パッキン

スベリパッキン

ナット

取付けボルト

既設の便座

　（1）アース線を取付けます。
　　　①本体のアース取付けネジをプラスドライバーではずします。
　　　②アース線のめがね端子側をネジに入れ、プラスドライバーで締付けます。

　（3）取付け穴に取付けボルトを通し、本体位置を調整し、
　　　  半球パッキン、ナットを後方下部から手で締付けます。

　（2）新しい便座取付具の取付けボルトを取付けガイドに付け、
　　　  パッキンを便器の取付け穴の上に置きます。

パッキン

半球パッキン

パッキン

取付け穴

ナット

取付けガイド

取付けボルトが長すぎる場合、
マーク位置で切断してください。

取付け
ボルト 取付けボルト

取付け穴

  給水ホース
（約0.9m）

電源プラグ

  電源コード
（約1.0m）

ストレーナ

温水タンク排水栓
本体操作部

  アース線
（約1.5m）

施工ついて 施工手順

 SAN-EI品番：
 PR395
（パイプカッター）

2　元栓を閉めて、水を止める

ナット部は樹脂製です。
ナットは手で締付けてください。
工具を用いて強く締付けると割れるおそれがあります。

注意

裏面へつづく

●キー式

■ 戸建て住宅などの元栓ボックス：
　  主に玄関やガレージ付近の地面にあります。
　  古い戸建て住宅の場合は道路に円形のキー
　  式ボックスがあったりします。

■ マンションなどの�
　 中高層住宅の元栓ボックス：�
　  主に玄関を出た階段の踊り場に鉄の扉があり、
　  電気やガスのメーターと共に水道メーターと
　  元栓があります。�
　  お隣と共通のボックス内で元栓の場所がわか
　  らない場合は、水道料金の検針票などでご自
　  分の水道メーター番号を確認してください。

●ハンドル式

止水栓キー

水道メーター（量水器）

水道メーター�
　　（量水器）

SAN-EI品番：�
PR30（止水栓キー）

■ 止水栓キー（別売品）

元栓がキー式の場合に必要な工具

SAN-EI品番：
PR30（止水栓キー）

  　　　給水管
（反対側に付いてい
　る場合もあります）

止水栓

上部分岐バルブ 栓フタ

止水栓

■ 給水管用パッキンセット

65ｍｍ

マーク位置

パッキン
手締め

手締め



5　上部分岐バルブの取付け
　　止水栓のタイプを確認します。

A　一般的な止水栓の場合

B　内ネジタイプの止水栓の場合
C　寒冷地用給水管（止水栓なし）の場合

●一般的な止水栓

同
梱
部
品
で
取
付
け
可
能

別
売
部
品
が
必
要

●内ネジタイプの止水栓

●寒冷地用給水管（止水栓なし）

●フラッシュバルブのとき

（1）配管の止水栓部品をモンキーレンチなどで取りはずします。

（2）上部分岐バルブに同梱の水栓コマを差し込みます。

（3）止水栓に上部分岐バルブの袋ナットを手で強くねじ込んだ後、さらに約1～1.5回転モン
        キーレンチなどで締付けます。

（4）止水栓を押し込みながら確実に
　　  閉めます。

以上の手順で取付けは完了です。
「  6　給水ホースの取付け」にすすんでください。

（5）確実に固定しているか各部を確認
　　  してください。

仕上がり位置

仕上がり位置より少し手前の位置で上部
分岐バルブを仮固定して、締付けの際に
仕上がり位置にあわすと、うまく取付け
られます。

上部分岐バルブ固定後に位置あわせ
しないでください。
袋ナットがゆるむおそれがあります。

　水栓コマが固定コマの場合は全ての部品
　を元に戻し、止水栓キャップを閉めた後、
 「  B　内ネジタイプの止水栓の場合」の
　方法で、取付けを行ってください。

　　　　　固定コマ：
水栓コマと止水栓棒
が一緒になったもの。

※はずした部品は使用しません。
　転居などに備え、保管をおすすめします。
※元栓を閉め、止水栓をはずした状態の時は、
　他のトイレや水道などを使用しないでください。
　水漏れのおそれがあります。

ねじで手を切る場合があります。
工具を使用してください。

注意

配水管

止水栓の
キャップ

配管の残水を洗面器
などで受ける。

上部分岐バルブ

水栓コマ

水栓コマ

止水栓棒
座金

パッキン

キャップ

上部分岐バルブ

■ 断面図

パッキンの斜めになっている
方から袋ナットの内側に入れる。

袋ナット

上部分岐バルブ

■ パッキンが入っていることを確認してください。
パッキンが取れた場合、斜めになっている方から内側にはめてください。

閉
栓フタ

　①マイナスドライバーなどを差し込んで栓フタをはずします。

　②止水栓棒をはずします。

施工前に上部分岐バルブの組み替えを行ってください。

　③アダプター Bをモンキーレンチなどで
　　締付けます。

　④確実に固定しているか各部を確認
　　してください。

※はずした部品は使用しません。
　転居などに備え、保管をおすすめします。

①はずす

  上部分岐バルブ
（止水栓棒をはず
  したもの。）

（1）給水管をはずします。

①止水栓を閉める。
②上下のナットをゆるめる。
③給水管を取りはずす。

 （2）上部分岐バルブを取付けます。
　　　①アダプター Aを止水栓に取付けます。
　　　②組み替えた上部分岐バルブを手で強くねじ込んだ後、さらに約1～1.5回転
　　　　モンキーレンチなどで締付けます。
　　　③別売のフレキパイプを取付けます。　

給水管

②

②
③

パッキン
※網付のパッキンの場合は、
　そのまま網付のパッキン
　をお使いください。

給水管

上部分岐バルブが取付け
できない場合ははずして
施工してください。

①

マイナス溝 ハンドル

内ネジ

以上の手順で取付けは完了です。
「  6　給水ホースの取付け」にすすんでください。

パッキン黒
1枚

（厚さ4ｍｍ）

パッキン青
2枚

スベリ
パッキン黄

1枚

組み替えた
上部分岐バルブ

ロータンク

アダプター A

同梱パッキン青

止水栓

パッキンは
組付けてあ
ります。

パッキン青

ナット

ナット

給水管

割リング

スベリパッキン黄

パッキン黒（厚さ4ｍｍ）

ロータンク

④浮玉

④フレキパイプの固定によって浮玉がロータンクなどにあたっていないか確認
　してください。

⑤確実に固定しているか各部を確認してください。

上部分岐バルブへの差込部
は20～30ｍｍを必ず確保
する。

※切断後は必ず水洗いなどで切粉を
　取り除いてください。

フレキパイプが入手できない場合は、別売の
パイプカッターで給水管を切断してください。

②

③

①

〔洗浄便座取付アダプターの施工例〕

  （1）上部分岐バルブと便座を給水ホースでつなぎます。

  （1）器具への給水を止め、既設のフラッシュバルブの開閉ネジ部をはずします。

  （2）洗浄便座取付アダプターを既設のフラッシュバルブに取付けます。

  （2）確実に固定しているか各部を確認してください。

  （1）アース線のビニール被覆をニッパで
　　　 むき、銅線を出して、コンセントの
　　　 アース専用端子に差し込みます。
　　　（アース線の長さは設置場所により
　　　  調節してください。）

  （2）本体側のアース線が確実に取付け
　　　 られているか確認してください。

6　給水ホースの取付け

7　アース線の接続

これで本製品の施工は完了です。
ひき続き、取扱説明書の「ご使用に関する安全上のご注意」をよくお読みのうえ、「準備・確認」
にすすんでください。

8　水道の元栓を開ける

銅線

アース線を持ち、軽く
下に引っ張って確認し
てください。

先端をまっすぐ
差し込む

袋ナット

オーリング

先端をまっす
ぐ差し込む

袋ナット

オーリング

注意

  フレキパイプ（別売品）
  SAN-EI品番：
  PT193-13-400
（ベンリーフレキ）

 「  A　一般的な止水栓の場合」
  で施工してください。

 「  B　内ネジタイプの止水栓の場合」
  で施工してください。

 「  C　寒冷地用給水管（止水栓なし）の場合」
  で施工してください。

 ※一般的な止水栓でも固定コマの場合は、
　「  B　内ネジタイプの止水栓の場合」
　 で施工してください。

 「  D　フラッシュバルブの場合」
  で施工してください。

 B　の場合

 C　の場合

パッキンは
組付けてあ
ります。

パイプカッター（別売品）
SAN-EI品番：PR395
　　　　　　（パイプカッター）

袋ナット

給水ホース

　　　　　　　　　　止水栓：
タンクの反対側に付いている
場合もあります。

袋ナット

パッキン

上部分岐バルブ

止水栓棒 栓フタ

アダプター B

 B　の場合  C　の場合

■ 給水管用パッキンセット

別売の洗浄便座
取付アダプター

■ TOTO製品フラッシュバルブの場合 ■ INAX製品フラッシュバルブの場合

●根本が緩まないよう、スパナなどで固定しながら開閉ネジ部をはずしてください。
●コマは洗浄便座取付アダプターを取付ける際に必要なので、紛失しないようにしてください。

コマ

開閉ねじ部

コマ

開閉ねじ部

パッキンは確実に入れてください。

洗浄便座取付アダプター（別売品）
SAN-EI品番：B50-1（TOTO用）

洗浄便座取付アダプター（別売品）
SAN-EI品番：B50-2（INAX用）

注意

注意

洗浄便座側の取付ねじは樹脂製です。
ナットを手で締付けた後、同梱品の取付スパナでかるく増締め
してください。
強く締付けると割れるおそれがあります。

注意

コマ 止水栓キャップ

パッキン

上部分岐バルブ

止水栓キャップ

パッキン

上部分岐バルブ

コマ

　別途、別売の部品が必要です。
　専門的な工事になりますので、水道分岐工事は専門業者にご依頼ください。

D　フラッシュバルブの場合

■ TOTO製品フラッシュバルブの場合 ■ INAX製品フラッシュバルブの場合

止水栓（ストレーナ付）

洗浄便座取付アダプター（別売品）
SAN-EI品番：B50-1（TOTO用）

洗浄便座へ給水

洗浄便座

止水栓（ストレーナ付）

洗浄便座取付アダプター（別売品）
SAN-EI品番：B50-2（INAX用）

洗浄便座へ給水

洗浄便座

〔上部分岐バルブ側〕

〔洗浄便座側〕

①給水ホースの袋ナットを手で締付けます。 ②同梱品の取付スパナでかるく増締め
　します。

手締め

同梱品の
取付スパナ

目安：約15～20度



取扱説明書
ご使用の前にこの説明書をよくお読みのうえ、正しく施工、ご使用ください。

お読みになった後は、お使いになる方がいつでも読める所に必ず
保管してください。
なお、保証書にお買上げ（お取付け）年月日、販売店（工事店）名の
記入のない場合はお買上げ（お取付け）の販売店（工事店）に申し出
ていただくか、レシート又は領収書を貼付してください。

施工後、保証書に貴店名ならびにお取付け年月日をご記入のうえ、
本書と共にお客様へお渡しください。

OIF

温水洗浄便座
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ EW9001（脱臭機能付）

EW9011（脱臭機能なし）

工事店様へ

お客様へ

こんなときは

11～12
13～14

16
17

18～23

24
25
26

裏面

温度調節・設定（節電）‥‥‥

凍結予防‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
15ご使用上の注意‥‥‥‥‥‥‥‥‥

長期間使用しないとき‥‥‥‥‥‥
日頃のお手入れ‥‥‥‥‥‥

故障？　その前に‥‥‥‥‥‥‥‥
破損、水もれのとき‥‥‥‥‥‥‥
オプション品について‥‥‥‥‥‥

保証とアフターサービス‥‥‥‥‥

おしり、ビデ洗浄‥‥‥‥‥‥

本製品について

ご使用について

各部の名称‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1～3

7～9
10

4～6ご使用に関する安全上のご注意‥‥
準備・確認‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
着座センサーについて‥‥‥‥‥‥

保証とアフターサービス

26仕様‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

仕様
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本製品について 各部の名称

本体部

ふた

本体

（暖房）便座

本体操作部

着座センサー
参照：P9・10・16・17・19・23

止水栓
参照：P8・16・17・20・21・23・25

給水ホース（約0.9m）
参照：P22・25

電源コード（約1.0m）

電源プラグ
参照：P9・11・17・20・21

ストレーナ
参照：P16・17・23

温水タンク排水栓
参照：P17

アース線（約1.5m）

栓フタ

上部分岐バルブ



便座コード
参照：P18・19

おしりノズル ビデノズル

脱臭吸込口（EW9001のみ）
参照：P22
※EW9011にも吸込口が付いていま
　すが、脱臭機能は働きません。

取付けガイド
参照：P21

脱臭カセット（EW9001のみ）
参照：P7・10・22・26

■ 洗浄ノズル

本体部裏側

2



本体操作部

「止」スイッチ
   参照：P9・10・12・15・
　　　　16・17・23

おしり洗浄スイッチ
 参照：P9・12・16・
　　　 17・23

ビデ洗浄スイッチ
 参照：P10・12

水勢調節スイッチ
 参照：P12

便座温度ランプ
参照：P9・13

温水温度ランプ
参照：P9・13

便座スイッチ
参照：P13

6時間切ランプ
参照：P14

9時間切ランプ
参照：P14

タイマースイッチ
参照：P14

節電ランプ
参照：P14

節電スイッチ
参照：P14

電源ランプ
参照：P9・11

水温スイッチ
参照：P13

目の不自由な方
のために点字を
設けています。

3

■ EW9001の場合

「自動脱臭」の
　表示があります。



　　警告

注意 ‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥

「取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うかまたは物的損害が発生する危険な状態が
  生じる事が想定されます。」

‥‥‥‥‥‥「注意しなさい！」（上記の「注意」と併用して注意をうながす記号です。
  必ずお読みになり、記載事項を守ってください。）

‥‥‥‥‥‥「してはいけません！」（一般的な禁止記号です。）

‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥

「指示通りにしなさい！」（一般的な行動指示記号です。）

用語および記号の説明

　　　　‥‥‥‥‥‥「分解してはいけません！」

ご使用について ご使用に関する安全上のご注意
●ここに示した注意事項は、状況によって重大な結果（傷害・物損）に結び付く可能性があります。
　いずれも、安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

‥‥‥‥‥‥「バスルームやシャワールームなどの水場で使用してはいけません！」

‥‥‥‥‥‥「濡れた手で触れてはいけません！」

‥‥‥‥‥‥「水や液体をかけたり、漬けてはいけません！」

「取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険な状態が生じる事が想定さ
  れます。」

警告

「アース線を接続しなさい！」

絶対に分解したり、修理、改造はしないでください。
感電、火災、けがの原因になります。
修理はお買い上げの販売店にご相談ください。

ぬれた手で電源プラグを抜いたり接続をしないでください。
感電の原因になります。

上水道以外の水道に接続しないでください。
ぼうこう炎や皮膚の炎症などを起こすおそれがあります。

製品に水や洗剤、汚水をかけないでください。
感電や火災の原因になります。

浴室内など、湿気の多い場所には設置しないでください。
感電や火災の原因になります。
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　　警告

乗ったり、強い衝撃を加えないでください。
転倒したり、割れてけがをするおそれがあります。   

便座コードに足をかけたり、乗ったりしないでください。
守らないと転倒したり、コードが切れてけがをしたり、感電、火災、故障するおそ
れがあります。

必ず交流100Vで使用してください。
守らないと感電や火災の原因になります。

定格15A以上のコンセントを単独で使ってください。
他の器具と併用すると分岐コンセント部が異常発熱して発火することがあります。

電源プラグにほこりが付着したら必ず取りのぞいてください。
ほこりが付着したまま使用すると、火災の原因になります。
定期的に点検してください。

電源プラグは確実に根元まで差し込んでください。
差し込みが不完全な場合、感電や火災の原因になります。

本体を着脱する前に、必ず電源プラグを抜いてください。
抜かないと、感電するおそれがあります。

アースは、D種（第3種）接地工事されていることを確認してください。
アース工事がされていないと故障や漏電のときに感電するおそれがあります。
アース工事はお買い上げの販売店などにご依頼ください。

●傷んだ電源プラグ、ゆるんだコンセントは使用しないでください。
●電源コードを傷つけたり、加工しないでください。
　感電や火災の原因になります。

低温やけどに注意してください。
便座などに長時間皮膚の同じ場所が触れていると、低温やけどのおそれがあります。
長時間便座に座るときには暖房便座スイッチを「低め」にしてください。
※次のような方はご注意を！
　お子様、お年寄り、ご病人、自分で温度調節できない方、皮膚感覚の弱い方、
　眠気を誘う薬（睡眠薬、かぜ薬など）を服用された方、深酒、疲労の激しい方。

5

寒冷時の取付けは暖房の効いた部屋で本体をあたためてからおこなってください。
（約2時間）
本体検査時の残水が輸送や保管中に凍結し、本体への給水がおこなわれない場合が
あり、故障や火災の原因になります。



　　注意

本体着脱時は、無理に力をかけないでください。
けがをしたり、配水管の水もれの原因になります。
※本体着脱がかたい場合は、無理に取りはずさず、便器裏側の本体固定部ナットをはずしてくだ
　さい。

凍結予防してください。
凍結すると配管、本体内部が破損して水もれの原因になります。
参照：P16

長期間使用しないときは本体の水を抜き、電源プラグを抜いてください。
そのまま放置すると水の腐敗による皮膚の炎症の原因になります。
参照：P17

持ち運ぶときや、本体着脱時は、必ず本体を持って行ってください。
ふた・便座を持つと本体からはずれ、けがをするおそれがあります。

ふた・便座開閉時、指などをはさまないようにしてください。
守らないとけがをするおそれがあります。

ふたや操作部に寄りかからないでください。
ふたや操作部が割れて転倒したり、けがをするおそれがあります。

給水ホースに力を加えたり、折り曲げたり、とがったもので傷をつけないでください。
水もれの原因になります。

開口部などから物を入れないでください。
感電や故障の原因になります。

中性洗剤以外の洗剤・ベンジン・シンナー及びクレンザー・ナイロンたわしなどはプラスチック
を傷めるおそれがあるため、使用しないでください。
割れてけがをするおそれがあります。

給水ホースやナットに中性洗剤以外の洗剤、薬品、芳香剤などをかけないでください。
劣化による水もれの原因になります。

6

分岐水栓に力を加えたり、分岐水栓本体を回転させないでください。
水もれの原因になります。

お手入れのあと、ホース取付け部がゆるんでいないか確認してください。
ゆるんだまま使用すると水もれの原因になります。

動作不具合発生時には一度、電源プラグを抜き、再度差し込んでください。
リセット機能が働きます。
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ご使用について〔ご使用前に〕 準備・確認
施工完了後や本製品の取りはずしなどで再使用する前は次の処置を行ってください。

 1 脱臭力セット
　（EW9001のみ）

1　脱臭カセットを本体に差し込みます。
 （EW9001のみ）

●交換の目安は約7年です。

脱臭力セット

本体

4 着座センサー

 3 電源プラグ

4 本体操作部

2 止水栓

注意

脱臭カセット交換目安シールは、
本体に貼ってください。
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止水栓の調節

●確実に固定しているか各部を確認してください。
　水もれがある場合は水もれ部を固定してください。
　参照：別紙「施工説明書」

※止水栓の調節は必ず行ってください。
　ボールタップの故障により、水がタンク外へあふれるのを防ぎます。

①ロータンクのフタを開けます。
②ポリ玉が浮き上がらないよう静かに押し下げます。
③ 一度止水栓を閉め、その後徐々に開き、タンク内の水面がサイフォン
　より10ｍｍ以上上昇しない程度に止水栓の開きを調節します。

連結ホースでナットが
付いている場合はナッ
トをはずしてください。

フタ

連結ホース

ナット

注意

フタは重いので落下などに注意して作業を行ってください。

注意

連結ホースが付いている場
合は水が出ますのでコップ
などでおおってください。

閉

開

止水栓

ボールタップ

③

10ｍｍ以下

水面①

②

ポリ玉
サイフォン

注意

2　止水栓を開きます。

開

栓フタ
※ゆるめない
　でください。

止水栓

温水洗浄便座へ

袋ナット

ロータンクへ

電源プラグをコンセントに差し込む前に、必ず止水栓を開けてください。
止水栓を開けずに電源プラグをコンセントに差し込むと、温水タンク内の安全装置がはたらいて、お湯があたたまり
ません。先に電源プラグを入れた場合は、いったん電源プラグを抜き、止水栓を開いてから再度電源プラグを入れ直
してください。

※閉める時は、止水栓を押し
　込みながら回してください。

●開いている状態

止水栓が出る。
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4　温水タンクへ給水します。
 （給水の時、給水音が発生しますが異常ではありません。）

①  便座と便器の間に本体が梱包されていたビニールシート
　  をはさみます。（ノズルより水が出るため。）
②  着座センサーを手で確実におおいます。
　  ●本体操作部の　　を押し、本体へ給水します。

   　　※約2分で給水完了しますのでこの間は着座センサー
　　　　を手でおおったままにしてください。
   　　 （途中で手を離すと給水が止まります。）
　  ●約2分後ノズルから水が出ることを確認してください。
③  本体操作部の　　を押し、水を止め、着座センサーから
　  手を離します。
　  ※お湯が設定温度に上がるまで5～10分かかります。
④  ビニールシートを取りはずします。

③

着座センサー

②

①

②
③

④

3　電源プラグをコンセントに差し込みます。 （AC100V）

●電源ランプの点滅は、約10秒後に点灯に変わります。
●温水温度ランプ「中」、便座温度ランプ「中」が点灯
　します。
●アース線が接続されていることを確認してください。
　参照：別紙「施工説明書」

アース線

電源ランプ

便座温度ランプ「中」

温水温度ランプ「中」

本体操作部

ビニールシート

動作不具合発生時には一度、電源プラグを
抜き、再度差し込んでください。
リセット機能が働きます。

アドバイス



ご使用について 着座センサーについて

極端な前かがみや前寄りに座っていませんか。 背筋をのばし便座の後ろ寄りに座ってください。

着座センサーの表面がゴミや水滴などで汚れていませんか。

点検項目 処置

汚れを取り除いてください。

衣服を持ち上げ、肌を検知するようにしてくだ
さい。

赤外線を反射しにくい衣服（黒っぽい服など）を着用して
いたり、衣服が密着していませんか。

着座を検知しない場合は、次の表に従って点検してください。

●着座を検知すると洗浄、脱臭（EW9001のみ）が使えるようになります。
●着座センサーからは赤外線が出ています。
　この赤外線の位置に着座することで人体を検知します。

着座
センサー

赤外線

●座ると同時に脱臭がはたらきます。（自動脱臭）
●便座から離れると、約1分後に脱臭が止まります。
※脱臭がはたらかないように設定するには、本体操作部の　　と　　を同時に3秒間押します。
 （ピーという音がします。）
 （ただし、設定した後に電源プラグを抜くと、初期状態に戻り、着座時に脱臭がはたらくようになります。）

■ 脱臭について（EW9001のみ）

●便座の開閉動作を行うと、便座が着座センサー
　の検知エリアを横切り、脱臭がはたらくことが
　あります。（EW9001のみ）
●お子様などが便座の前寄りに座っているときは、
　人がいないと判断し各操作ができない場合があ
　ります。
●ふたカバー、便座カバーが着座センサーにおお
　われるようなゆるみやたわみ、カバーのサイズ
　が合わないような状態での使用は避けてください。
　人がいると判断し、着座しなくても洗浄スイッ
　チがはたらく場合があります。

注意
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ご使用について おしり、ビデ洗浄

4「止」スイッチ

3 おしり洗浄スイッチ

3 ビデ洗浄スイッチ

3 水勢調節スイッチ

1 電源ランプ

2　座ります。

●着座センサーが検知するように正しく座ってください。
　参照：P10

1　電源が入っていることを確認します。
 （電源ランプ点灯）

●電源ランプが消えているときは、電源プラグをコンセントに差し込みます。
●電源を入れた直後は便座、温水が冷たい場合があります。
●6時間切、9時間切ランプが点灯しているときは操作できませんのでご注意
　ください。
　参照：P14

点灯
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3　おしり洗浄スイッチまたはビデ洗浄スイッチを押します。

●おしり洗浄、ビデ洗浄は着座を検知しているときにしか作動しません。
●洗浄は約2分間続けてお使いになると自動的に停止します。
●長時間洗浄（約70秒以上、水勢「中」のとき）すると、お湯がぬるくなる場合があります。
　このとき、お湯が設定温度に上がるまで5～10分かかります。
 （停電復帰後も同様に約5～10分かかります。）

おしり洗浄中に　　をもう一度押すと、ウェーブ洗浄（水勢の強弱を繰り返す機能）になります。

通常のおしり洗浄に戻すときは再度　　を押します。

※ウェーブ洗浄は水勢の最高と最低を繰り返すため、水勢の変更はできません。

■ ウェーブ洗浄にするには

水勢調節スイッチについて

●　　または　　を押して水勢のレベルが調節できます。

　使用直前の水勢レベルを記憶しています。

※水圧が低いと、弱い水勢が使えない場合があります。
　その際は、水勢レベルを強くしてください。

4　止めます。

●おしり洗浄（ウェーブ洗浄）、ビデ洗浄を停止します。
　本体操作部の　　を押します。
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ご使用について 温度調節・設定（節電）

便座スイッチ

タイマースイッチ

水温スイッチ

節電スイッチ

温水温度の設定（水温スイッチ）

●「切」のとき温水になりません。
　（温水温度ランプは消灯。）

　　　を押すたびにレベルに合わせて温水温度ランプが点灯します。

切
切

低
（約34℃）

中
（約37℃）

高
（約40℃）

切
切

低
（約30℃）

中
（約34℃）

高
（約38℃）

便座温度の設定（便座スイッチ）

●「切」のとき便座はあたたまりません。
　（便座温度ランプは消灯。）

　　　を押すたびにレベルに合わせて便座温度ランプが点灯します。
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6・9時間切タイマー（タイマースイッチ）

●点滅したまま、約10秒そのままにすると、切タイマーが設定されます。
  （ランプが点灯。）
●設定したときから6時間後または9時間後、自動的に通電を開始します。
  （切タイマー設定中は6時間切ランプまたは9時間切ランプ以外はすべて消灯。）

●　　を約2秒間押すと、選択状態になります。
  （本体操作部の「6時間切ランプ」が点滅。）
●点滅中に　　を押すたびに、「6時間切（ランプ点滅）」→「9時間切（ランプ点滅）」→「タイマー解除」
　→（以降繰り返し）と切り替わります。

■ 設定解除するには

●6時間切ランプまたは9時間切ランプが点灯中に、再度　　を押すと切タイマーが解除されます。
  （ランプが消灯。）
　※洗浄水の温度上昇に約5～10分かかります。
　※切タイマー作動中は着座してもタイマーは解除されません。

　　　を押すとタイマーがはたらきすべての動作を6時間または9時間止めます。
　　　夜間や外出などで使用しないときにお使いください。

“ピッ”と鳴ります
「6時間切」スタート

“ピピッ”と鳴ります
「9時間切」スタート

点滅 点滅

節電（節電スイッチ）

●節電ランプが点灯しているときは、便座に座らない間、便座温度、温水温度が「低め」のレベルになります。
  （便座、温水ランプが消灯。）
　温度調節が「切」のときは、レベルは変更されません。
●便座に座ると自動的に元の便座温度、温水温度レベルに戻ります。
　※便座の温度上昇に約1～2分かかります。
　便座から離れてから約1分後に節電運転に戻ります。
●節電運転を解除するときは再度　　を押します。
  （節電ランプが消灯。）

　　　を押すと、節電運転（便座と温水が低温で保温）され、節電ランプが点灯します。
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　着座センサーが検知するように正しく座ってください。
　参照：P10

　ふたカバーを使うと、ふた・便座が倒れてしまう場合があります。

　破損の原因となるため、ふた・便座に無理な力を加えないでください。

　おしり洗浄・ビデ洗浄は約2分以上連続使用すると、タイマーにより自動的に停止します。
　続けて使用するときは再度スイッチを押してください。

　洗浄後、ノズル付近より、しばらくの間水滴が落ちますが、異常ではありません。

　以下の場合、洗浄中に洗浄水勢が弱くなることがあります。
　●ロータンクの水を流したとき。
　●洗浄中に近くの水栓を使用したとき。

　立ち上がるときは、必ず洗浄を止めてください。
　洗浄中に立ち上がると、1～2秒洗浄水が出たままになります。
　必ず　　を押してから立ち上がってください。

ご使用について ご使用上の注意
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　リセット機能が働きます。



●黒いパッキンを傷つけたり、ゴミを挟まないよ
　うにしてください。
　水もれの原因となります。
●ストレーナを締付けすぎないでください。
　締付けすぎると、ストレーナが破損し、水もれ
　のおそれがあります。

1　止水栓を確実に閉めます。

凍結のおそれがある場合は、次の処置によって凍結を予防してください。

2　着座センサーを手でおおい、本体操作部の　　
　を押し、2～3秒後に　　を押します。

   ※内部の水圧をさげるために必要です。

閉

押しながら

4　水抜き完了後、ストレーナを元通り取付けます。

閉ストレーナ

本体

ストレーナ

ゆるすぎ
ない

締付けす
ぎない

ご使用について 凍結予防

着座
センサー

3　ストレーナを取りはずし、ストレーナ内部の水
　抜きします。

5　再使用の時は、止水栓を開きます。（止水栓を調節してください。参照：P8）

　※コイン状のものでゆるめてください。
　※本体内部にある逆止弁（黒い部分）に軽くふ
　　れてください。

ストレーナ

開

容器

■ 逆止弁（黒い部分）

ドライバーなどで、
軽くふれる。

注意

本体操作部

押す

2L以上の容器で水を受けてください。
床を濡らすおそれがあります。

注意
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1　止水栓を確実に閉めます。

2　着座センサーを手でおおい、本体操作部の
　　　を押し、2～3秒後に　　を押します。

着座センサー

4　温水タンク排水栓、ストレーナをはずし水
　抜きします。
　※コイン状のものでゆるめてください。

ストレーナを締付けすぎないでください。
締付けすぎると、ストレーナが破損し、水
もれのおそれがあります。

2L以上の容器で水を受けてください。
床を濡らすおそれがあります。

本体
ストレーナ

ゆるすぎない

締付けすぎない

ご使用について 長期間使用しないとき

3　電源プラグをコンセントから抜きます。
　●再度使用するときは、P8～9を参照してください。 抜く

開

ストレーナ

温水タンク
排水栓

開

5　水抜き完了後、温水タンク排水栓、スト
　レーナを元通り取付けます。

閉

ストレーナ

温水タンク
排水栓

閉

注意

注意

長期間使用しないときは、次の処置によって本体の水を抜いてください。

6　再使用の時は、止水栓を開きます。（止水栓を調節してください。参照：P8）

閉

押しながら

本体操作部

押す

   ※内部の水圧をさげるために必要です。
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ふた・便座のお手入れ

1　ふたを取りはずします。

2　便座を取りはずします。

①　ふたを垂直に上げる。
②　上へ引き抜く。
※垂直にしないで引き抜くとヒンジ軸
　が斜めになり、うまく取付けられな
　い可能性があります。
  （ヒンジ軸が斜めになった場合はP19
　  を参照してください。）

①

①

②

②

ふた

便座

便座コード

①　便座を垂直に上げる。
②　上へ引き抜く。
※便座コードははずれませんので無理
　に引っ張らないでください。
※垂直にしないで引き抜くとヒンジ軸
　が斜めになり、うまく取付けられな
　い可能性があります。
  （ヒンジ軸が斜めになった場合はP19
　  を参照してください。）

お手入れ 日頃のお手入れ
製品についた汚れを放置しておくと、汚れが落ちにくくなることがあります。
快適にお使いいただくために、日頃のお手入れをおすすめします。

●柔らかい布で水拭きして、よくしぼった布で汚れを拭き取ってください。
●汚れが目立つときは、中性洗剤を柔らかい布にふくませて拭き取った後水拭きして、よくしぼった布で汚れを
　拭き取ってください。

次のものは使用しないでください。変色や傷みのおそれがあります。
●酸性・アルカリ性および塩素系の洗剤類
　※特に酸性洗剤はメッキを侵します。
●ベンジン・シンナー・ラッカー・アルコールなどの溶剤や油類
●クレンザーなどの粒子の粗い洗剤
●ナイロンたわしなど

　　注意

18



4　便座を取付けます。

便座コードがねじれていないか確認してください。

①　便座を上から、差し込む。
②　便座をさげる。
※誤ってヒンジ軸が斜めになった場合は、
　便座を使ってヒンジ軸を回転させ、ヒン
　ジ軸を垂直にしたあと、取付けてください。

①
②

便座コード

5　ふたを取付けます。
①　ふたを上から、差し込む。
②　ふたをさげる。
※誤ってヒンジ軸が斜めになった場合は、
　ふたを使ってヒンジ軸を回転させ、ヒン
　ジ軸を垂直にしたあと、取付けてください。

①

②

注意

ヒンジ軸をペンチなどで無理に回転させないでください。
開閉の動作不良の原因となります。

注意

垂直 斜め 斜め

ヒンジ軸

3　ふた・便器・本体の汚れを拭きます。
①　柔らかいスポンジに中性洗剤をふくま
　　せて洗う。
②　水拭きし、よくしぼった布で拭きとる。

着座センサー
※着座センサーは水拭きし、
　よくしぼった布で拭いて
　ください。
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本体を着脱する前に、必ず電源プラグを
抜いてください。
抜かないと、感電するおそれがあります。

●持ち運ぶときや、本体着脱時は、必ず本
　体を持って行ってください。
　ふた、便座を持つと本体からはずれ、けが
　をするおそれがあります。
●本体着脱時は、無理に力をかけないでく
　ださい。
　けがをしたり、便器の配水管の水もれの
　原因になります。
　※本体着脱がかたい場合は、無理に取り
　　はずさず、便器裏側の本体固定部ナッ
　　トをはずしてください。

1　安全のため止水栓を確実に閉め、電源プラグを
　コンセントから抜きます。
  （温度調節や設定が変更される場合があります。）

2　本体を取りはずします。

閉

抜く
押しながら

②

①

本体

ふた
水平に引き出す

便器

便座

　①　便器裏側の本体固定部ナットをゆるめる。
　②　本体側面を両手で持ち、少し上に持ち上
　　　げながら本体を手前（水平）にずらす。

便器便座

ふた

ナット

3　本体を便器の上に置き、本体裏面・便器の汚れ
　を拭きます。
　①　柔らかいスポンジに中性洗剤をふくませ
　　　て洗う。
　②　水ふきし、よくしぼった布で拭きとる。

警告

注意

本体裏面・便器のお手入れ
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電源プラグは濡れた手で差し込まないでください。
感電の原因になります。

●持ち運ぶときや、本体着脱時は、必ず本体を持っ
　て行ってください。
　ふた、便座を持つと本体からはずれ、けがをする
　おそれがあります。
●本体着脱時は、無理に力をかけないでください。
　けがをしたり、便器の配水管の水もれの原因に
　なります。
●ナットは手で締付けてください。
　工具を用いて強く締付けると割れるおそれがあ
　ります。

差し込む

　●ノズルを差し込むとき、水が出ることがありますので、ご注意く
　　ださい。

●ノズルが目づまりしたときは、ノズル先端部を引き抜いて水洗い
　してください。

ノズルの引き出し、またはノズル先端部を
引き抜くときはまっすぐに行ってください。
上に持ち上げたり、左右にひねったりする
と破損の原因になります。

4　本体を取付けます。
　①　本体を水平にスライドさせ本体の取付けガイド
　　　を取付けボルトと便器の間に挿入する。
　②　便器裏側の本体固定部ナットを手で締付ける。

①

取付け
ボルト

取付けガイド

水平に

②

ナット

5　電源プラグをコンセントに差し込み止水栓を開きます。
  （止水栓を調節してください。参照：P8）

便器

1　ノズルを先端部が見える程度に手で軽く引き出し、
　歯ブラシなどで汚れを取り除きます。

ひねらない まっすぐ

穴を洗う

警告

注意

注意

洗浄ノズルのお手入れ

開
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●脱臭ハニカムを掃除機の先でこすりつけないでください。
　脱臭ハニカムが割れることがあります。
●脱臭ハニカムの水洗いはしないでください。
　脱臭効果がなくなります。
●脱臭カセットケースが確実にはまっているか確認してください。
　はまっていないと脱臭機能が正しく作動しません。

1　つまみを持って引き出します。

　給水ホースに力を加えたり、折れ曲げたり、とがったもので傷をつけないでください。
　水もれの原因になります。

　給水ホースやナットに中性洗剤以外の洗剤・薬品・芳香剤などをかけないでください。
　劣化による水もれの原因になります。

●脱臭吸込口がつまると効果的な脱臭性能が得られ
　なくなります。
　脱臭効果が弱くなったり、脱臭音が大きくなった
　ときは脱臭吸込口のお手入れをしてください。
●乾いた歯ブラシなどで綿ぼこりやペーパーくずな
　どを取り除いてください。

　　注意

脱臭ハニカム

脱臭カセットケース

つまみ

脱臭カセットケース側

2　掃除機で脱臭カセットケース側のほこりを取り除きます。

脱臭吸込口

  脱臭吸込口は本体部裏面
（参照：P2）にあります。

注意

脱臭力セットのお手入れ（EW9001のみ）

脱臭吸込口のお手入れ（EW9001のみ）

給水ホースや金具のお手入れ
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●2L以上の容器で水を受けてください。
　床を濡らすおそれがあります。
●黒いパッキンを傷つけたり、ゴミを挟まないようにし
　てください。
　水もれの原因となります。
●ストレーナを締付けすぎないでください。
　締付けすぎると、ストレーナが破損し、水もれのおそ
　れがあります。

1　止水栓を確実に閉めます。

2　着座センサーを手でおおい、本体操作部の
　　　を押し、2～3秒後に　　を押します。

閉

押しながら

4　止水栓を開きます。
  （止水栓を調節してください。参照：P8）

着座センサー

3　ストレーナを取りはずし、ブラシなどで汚れ
　を取り除いた後、ストレーナを元通り取付け
　ます。

閉

開

本体

ストレーナ

ゆるすぎ
ない

締付けす
ぎない

容器

注意

ストレーナのお手入れ

本体操作部

押す

   ※内部の水圧をさげるために必要です。
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こんなときは 故障？　その前に

止水栓を閉じていませんか。 止水栓を開ける。　　　　　　　　　　　　　　       参照：P8

給水ホースが折れていませんか。

現象 点検項目 処置

ノズル内部の排水によるもので故障ではありません。

給水ホースの折れ曲がりをなおす。

着座センサーに衣服が密着していませんか。
衣服を持ち上げ肌を検知するようにする。　　　　  参照：P10

洗浄ノズルが出ない

洗浄水が出ない

洗浄水勢が弱い

洗浄水の出が悪く
なった

洗浄ノズルが途中
で止まる

水がつめたい
（ぬるい）

ノズル付近から水
がもれている

電源ランプが消えていませんか。 電源プラグをコンセントに差し込む。　　　　　　　 参照：P9

タンクに水が入っていますか。 着座センサーを手でおおい　　を押す。
（初期給水をする）　　　　　　　　　　　　　　　 参照：P9

ストレーナにゴミがつまっていませんか。 ストレーナを掃除する。　　　　　　　　　　　　  参照：P23

6時間切タイマーまたは9時間切タイマーを解除した後すぐ
に使用していませんか。

約5～10分待つ。　　　　　　　　　　　　　　　 参照：P14

ノズルが目づまりしていませんか。 ノズルを掃除する。　　　　　　　　　　　　　　  参照：P21

便座コードがねじれていませんか。 便座をはずし、コードのねじれをなくす。　　　　  参照：P19

赤外線を反射しにくい衣服を着ていませんか。

6時間切ランプまたは9時間切ランプが点灯していませんか。
　　を押し、切タイマーを解除する。
　 （切タイマー作動中は着座しても解除されません。）　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  参照：P14

便座カバーは合っていますか。 サイズが合わないカバーの使用は避けてください。  参照：P15

　　を押し、切タイマーを解除する。
　 （切タイマー作動中は着座しても解除されません。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　参照：P14

節電中ランプが点灯していませんか。 　　を切る。（節電中は温水が「低」になっています。）　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  参照：P14

温水温度設定が「切」または「低」になっていませんか。
温度を調節する。
（季節によっては「低」でも冷たく感じることがあります。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  参照：P13

　　にし、約5～10分待つ（タンク内のお湯をあたためる。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  参照：P12

長時間洗浄（約70秒以上）をしていませんか。

2人以上連続で使用していませんか。

便座がつめたい
（ぬるい）

便座が倒れる

ふたが倒れる

脱臭が作動しない
EW9001のみ

脱臭が止まらない
EW9001のみ

においが取れなく
なった
EW9001のみ

ふた・便座がうま
く取付かない

6時間切ランプまたは9時間切ランプが点灯していませんか。

節電中ランプが点灯していませんか。 　　を切る。（節電中は温水が「低」になっています。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 参照：P14

便座温度設定が「切」または「低」になっていませんか。
温度を調節する。
（季節によっては「低」でも冷たく感じることがあります。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  参照：P13

ふたがロータンクに当たっていませんか。
ナット、半球パッキンをはずし本体の位置を調節し、本体を
しっかり固定する。

ふたカバーは合っていますか。 サイズが合わないカバーの使用は避けてください。  参照：P15

着座センサーがゴミや水滴などにより汚れていませんか。

着座センサーがゴミや水滴などにより汚れていませんか。 着座センサーを掃除する。　　　　 　　　　　　　 参照：P19

着座センサーを掃除する。　　　 　　　　　　　　 参照：P19

脱臭設定を解除していませんか。

ふたカバー・便座カバーが、着座センサーをおおっていませんか。

電源プラグをいったん抜いて入れ直す。　　　　     参照：P10

サイズが合わないカバーの使用は避けてください。  参照：P10

脱臭カセット、脱臭吸込口にほこりがついていませんか。 脱臭カセット・脱臭吸込口のお手入れをする。 　　 参照：P22

ヒンジ軸が斜めになっていませんか。 ヒンジ軸を垂直に戻してから取付ける。 　　　　　 参照：P19

脱臭カセットを長期間使用していませんか。（約7年間） 脱臭カセットを交換する。　　　　　　　　　   参照：P7・26

以上の点検を実施されても、不具合がなくならない場合はお手数ですがお買上げの販売店（工事店）に修理をご依頼ください。
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修理をご依頼される前に、次の表に従って点検してください。



容器

モンキーレンチなど

袋ナット

こんなときは 破損、水もれのとき
●万が一の破損、水もれのときは、以下の処置を行い、その後、修理を依頼してください。

1　止水栓を確実に閉めます。

2　給水ホースの袋ナットをモンキーレンチ
　などでまわしてはずします。

閉

押しながら

はずす

3　修理後、止水栓を開けます。
  （止水栓を調節してください。参照：P8）

お手入れのあとや、ホースに力を加えた時などは接続部のゆるみがないか確認してください。

　　注意

2L以上の容器で水を受けてください。
床を濡らすおそれがあります。

注意
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仕様

※使用水道圧範囲以外では、十分な性能が得られない場合があります。
※使用水道圧範囲が0.1MPa以下では洗浄水量が少なくなります。
※防湿仕様ではありません。ユニットバスなどでは使用しないでください。

品　　　　　　　番

電源・最大消費電力

待 機 時 消 費 電 力

電 源 コ ー ド 長 さ

EW9001（脱臭機能付）
EW9011（脱臭機能なし）

AC100V　50/60Hz　330W

約1.9W（制御回路分）

約1.0ｍ

温  水  タ  ン  ク

温   水   温   度

貯湯式　約1.2L

4段階調節
切・低・中・高（水温～約40℃）

吐出量
おしり

ビ　デ

洗
　
浄
　
装
　
置

温 水 ヒ ー タ ー

保　護　装　置

250W

サーモスイッチ、温度ヒューズ

シャワ
方　式

おしり

3段階調節（約0.5～1.0L/分）

3段階調節（約0.5～1.0L/分）

水圧伸縮式　泡付き水流

ビ　デ 水圧伸縮式　10穴ソフトシャワー

節　電　モ　ー　ド

  脱 臭 装 置
（EW9001のみ）

節電スイッチ
タイマースイッチ

W触媒脱臭ハニカム（約7年間）

約0.1ｍ /分3

表   面   温   度
4段階調節
切・低・中・高（室温～約38℃）

便 座 ヒ ー タ ー

保   護   装   置

暖
　
房
　
便
　
座

使 用 水 道 圧 範 囲

本　  体　  寸　  法

0.07～0.75MPa

高さ19.3ｃｍ×幅48ｃｍ×奥行き52.7ｃｍ

質　　　　　　　量
4.7kg（EW9001）
4.6kg（EW9011）

脱臭剤

脱臭風量

開   閉   機   構

57W

温度ヒューズ

ソフト閉止

保　  護　  装　  置 漏電検知遮断回路内蔵、着座センサー

■ 取替用脱臭ハニカム
　 EW9001-7（EW9001用）
　 交換の目安は約7年です。

こんなときは オプション品について

●消耗品

使用開始日

年　　　月　　　日



保証とアフターサービス
〔保証について〕

〔補修用性能部品の供給期間〕

●この製品は保証書の内容にしたがって保証されています。
   お買上げ（据付け引渡し）年月日、販売店（工事店）名が記入してあることを確認してください。
●保証期間中は保証書の規定にしたがって、修理をさせていただきます。保証期間内でも有料になることがあります
　ので保証書の内容をご確認ください。保証期間は保証書を確認してください。
●保証期間を過ぎていても修理すれば使用できる製品については、ご希望により有料で修理させていただきます。

この製品の補修用性能部品（機能維持のために必要な部品であり、使用期間中に取替える可能性が高いもの）の供給
期間は製造中止後7年です。

〔修理の依頼について〕
●修理依頼先：お求めの販売店（工事店）又は当社
●連絡していただきたい内容：■住所、氏名、電話番号
　　　　　　　　　　　　　　■品番、品名
　　　　　　　　　　　　　　■お買上げ（据付け引渡し）年月日     
　　　　　　　　　　　　　　■故障内容、異常の状況（水漏れ箇所の説明など）
　　　　　　　　　　　　　　■訪問希望日
●当社の修理料金は「技術料」＋「部品代」＋「出張料」で構成されています。
「技術料」‥‥‥診断・故障箇所の修理および部品交換・調整・修理完了時の点検などの作業にかかる費用。
「部品代」‥‥‥修理に使用した部品代。
「出張料」‥‥‥製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用。

●止水部やパッキンが劣化すると水漏れの原因となります。この場合、該当部品の交換が必要です。
●逆止弁は5年毎の点検をおすすめします。

〔部品の交換〕

●まずは、お近くのDIY・ホームセンター、お求めの販売店（工事店）へご相談ください。
　ご不明な場合は最寄りの当社営業所へお問合せください。

〔補修用性能部品のご購入や修理の依頼、ご相談は〕

横浜営業所

金沢営業所

神戸営業所

四国営業所
広島営業所

福岡営業所
熊本営業所
沖縄営業所

ホームページ http://www.san-ei-web.co.jp
‥‥‥ (045)929-0331

‥‥‥ (076)268-7751

‥‥‥ (078)843-9231

‥‥‥ (089)982-5071
‥‥‥ (082)922-3631

‥‥‥
‥‥‥ (096)385-7161
‥‥‥ (098)869-0890

東 京 支 店
名古屋支店
大 阪 支 店
札幌営業所

仙台営業所
新潟営業所
さいたま営業所

‥‥‥ (03)3683-7471
‥‥‥ (052)800-8688
‥‥‥ (06)6972-6981
‥‥‥ (011)782-5353

‥‥‥ (022)258-6251
‥‥‥ (025)281-1291
‥‥‥ (048)625-4741

盛岡営業所 ‥‥‥ (019)605-7301

京都営業所 ‥‥‥ (075)605-5761

(092)674-1230

本社　〒537ｰ0023　大阪市東成区玉津1丁目12番29号
　　　TEL (06)6972-5921　FAX (06)6974-7001


	T-EW9001-SK-OIF
	EW9001(SEKOU)-1
	EW9001(SEKOU)-2

	T-EW9001-TS-OIF

